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 お菓子メーカーの明治 
（の株主様）から、子供 
たちにプレゼントがあり、 
株主様の代理で明導寺・ 
藤岡さんから児童代表に 
寄贈されました。ありが 
とうございました。球磨 
川災害復興支援の一つと 
いうことです。 
 さて、２０２４年も残 
り１週間です。振り返る 
とあっという間…という 
感じですね。 
 保護者や地域の皆様、 
今年もお世話になりまし 
た。来年もよろしくお願 
します。 
 
       
 
 
  
 
 子供たちの日々の活動を 
紹介しています。右のＱＲ 
コードからご覧ください。 

 
 
 
６月号で紹介しました「ふるさと学習」。地

域に学び、地域を学ぶことで、ふるさとを愛
する子供たちを育てることを目指しています。 
今回は、３年生の内容を中心に、これまで

の学びを紹介します。 
３年生は、食文化をテーマに学びを進めま

した。と同時に、カリキュラム・マネジメン
トの視点から、国語で学習する「すがたをか
える大豆」と関連 
させた内容となり 
ました。下村婦人 
会を講師に招いた 
親子みそづくり。 
高瀬豆腐店の見学、 
そして実際に校内 
で大豆を育て、収 
穫した大豆を使っ 
た豆腐づくり。子 
供たちは、湯前町 
の食文化を学びな 
がら、国語の学び 
を深掘りし、頭と 
体そして心で学ぶ 
ことができました。 
４年生は、水土里ネットのスタッフの案内

による幸野溝見学や、地域おこし協力隊を講
師に招いた「まんがの町ゆのまえ」の学習。 
５年生は、ＪＡと若手農家の協力の下、定

番の米作りと親子餅つき。 
６年生は、町で活躍する人を招いた「きら

り人」の講話や町文化遺産見学。３学期には
浄心寺（城泉寺）の学習を予定。 
どの学年も、「ふるさと学習」に力を入れ、

湯前町を愛する心を育てています。 

 
 
 １２月の臨時総会（紙面）により、来年度
からのＰＴＡ運営が大きく変わることが決ま
りました。校長として、次のことを期待して
います。 
○自走するＰＴＡになってほしい 
 学年委員会は２月末（学級懇談時）に、専
門委員会は３月末（臨時会議開催予定）に、
新旧の引継ぎを行うことになります。分かっ
ている人が分からない人をサポートできる協
力体制になると、運営がスムーズになり、自
走できるようになると期待しています。 
○新しい担任は、４月の大切な時期に、子供
や学級づくり、授業に集中してほしい 
毎年４月、新担任が電話や家庭訪問時に「役

員になってもらえないか」とお願いする場面
をよく見ます。担任は、学年の大切なスター
トの時期に、子供を理解したい、教室設営や
授業の準備をしたい、という願いがあります。
その環境が整うことを期待しています。 
 

校長室前の【今月の言葉】 
「成功と失敗を分けるたった一つの行動は、 
 『やり続ける』こと」 

 
i phone などをつくる会社「Apple」の創

設者であるスティーブ・ジョブズ氏のことば
です。 
「今年は○○を頑張るぞ」と決意して１年

が経ちます。それは今も続いていますか？ 
そして、それは達成（成功）しますか？ 
この冬休み、正月がやってきます。また、

「今年は△△を頑張るぞ」と決意するでしょ
う。決意したら、それをやり続けること！ 
頑張りましょう！  
裏面もご覧ください。 

今年もお世話になりました。 
来年もよろしくお願い 
します。 
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